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　　　　 有機栽培 （ぼか し肥料）が コ シヒカ リの根系生育、

　　　　　　　　 収景および品質に及ぼ す影響
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　農業生産が 自然環境 に及ぽす負の要因として残留農薬や地下水汚染等 の 問題が指摘されて い る今 日、環

境保全型農業の 実践が社会的な注 目をあびて い る。 他方 、 食品に対する消費者の ニ ーズは量 か ら頚へ と転

換 して きて おり、農作物の食品として の安全性と品質は大きな検討課題 とな っ て い る。 本研究で は、微生

物を利用 して発酵させた 「ぼか し肥料」を用い て有機栽培を行 っ た コ シ ヒ カ リの 、土壌中の根系の 階層分

布 、 収量および玄米の 晶質につ い て検討 した 。

　材料および方法 ： 1997年4月か ら9月にわたり、ボカ シ肥料を用 い た コ シ ヒ カ リの 有機栽培を行 っ た 。

栽培は、石 川県野々 市町 、松任市および輪島市町野町の農家水田 に て 実施 した 。

　 1）石川県野 々 市町 の水田圃場 ： 処理 区および栽培条件を第 1表に 示 した 。 根系謂査は7月31日 に実施
し、株間および条間部に つ い て各 2箇所を コ ァ サ ン プル 法 （85mm φ，

400mmD ＞を用 い て 採取 した 。 採取

した 土壌 コ ァ は10em間隔で分割 し、　Hydroelule　Root　Washing　Unit　GvF 　l3000型 （Gil】ison
’

s 社 ，
u．s．A）を

用 い て根の洗浄を行 っ た （prinlary　sieve　O，5mm ）。 洗浄後、手作業に よ る 根の 分別作業を行い 、80℃ て 24

時旧 乾燥させ た の ち根の 乾物重を測定 した 。 収穫直後 の 10月3 目 に は 、 改良モ ノリス 法 （500mmL ×

400mmD × 70mmW ）を用い て株を中心 とした根系を採 取 して解析 した。7月 31日 に は Sun　Fieck　Cep1【》meter

　（Decagon〔levicesi2）を∫flい て、群落内の 光合成有効放射 （PAR ）の 測定を行 っ た 、 収量構成要素の調 査

は平均的な生育をして い る 3株 （各処理区）に っ い て 行 っ た 。

　2 ）石川県輪島市町望1町の水田圃場 ： 栽培管理は表 Lで 示 した野 々 市町圃場に準 じた もの で ある 。
コ ア

サ ン プル法を刑 い た捉系調査は、7月30日と9月23日 に実施 した。株間お よび条問に つ い て 、 各区 3 個のサ

ンプル を採取 した 。 地上部の 生育調査は6月Z3日、7月23日に実施 し、同時 に群落内の 光合成有効放射量の

階層分布の 測定を行 っ た
。

9月23 日に は平均的な生育株 3株を採取 し、収量構成要素を調査 した
。
7月 30日

に は群落内の光合成有効放射量の 階層分布を瀏定し、群落構造を判断する指標とした 。

　結果および考察 1 野 々 市町水田の 、株間根系生育の階層分布を表2．に 示 した 。
7月31日の総根重は 、

（ボカ シ ÷ケイ カ ル ） 〉 （ボカ シ ＋gypsum） 〉 （側条施肥＋ケイカ ル ）の順 で あ っ たが 、10月3日に 改良 モ

ノ リス法で採取 した根系調査 に よ ると、側条施肥 区に おい て最大 の根乾重が認め られ 、特に表 malOcm以
内に含まれる根重が大 きか っ た （表3） 。 町野町の 水田 で は、土壌中30cm 以下の 層に 分布す る根が ほ とん

ど認め られず．　 10cmL／下の 層に分布す る根 の 割合も低か っ た （表 4 ）。
コ シ ヒカ リを有機肥料で栽培す

ると根系生育が促進されるが、有機肥料の施用量 が 多す ぎた 場合 に は逆 の結果も想定される 。 町野町の水

田 の 場合が こ の 範疇に属 し、有機ボ カ シ肥料の連用 に加え て 、 生育前半期の低温寡照が Nの無機化を遅 延

させ た 影響も大 きか っ た もの と考えられる。群落内 の PAR の 推移か ら光の 透過状態を判断すると、野 々 市

町   場 で は、株問、条問の 双方に お い て 4区 （ボカ シ＋gypt　um ）が履良の光透過状態を示 し、
　gypsum施用

に よる群落構造 の改善 効梁が認められた
。 収量および収量構成要素と食味言iに よ り分析 （静岡製機、

GS・2000） した玄米の 品質を、それぞれ表 5と表 6 に 示 した
。 野 々 市町圃場の 3 区 と5 区は基本的 に 同 じ

栽勢管理であるが、収量に 差が認められ、5 区が最大 で あ っ た 。 ぼか し肥料を施用 して有機栽培を行 うと

収量に 若干 の 変異が認められ、また玄米中の タ ンパ ク含量が高め に なる傾向が認め られたが 、精白米の タ

ン パ ク倉量 は 6、7％ （野 々 τ1∫町）と7．3％ （町野町 ）とな り、官能検査を行うと高い 評 佃iが得 られた こ とか

ら、 食味計の 数値 に 無関係な食味要因もある もの と考え られた 。
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　　衰 1．野 々 市町圃場の 処理区 と栽培 管理

処理区　ぼ か し肥料
，

側条施訂1ユ（13BOS6） ケ イ カル 　硫酸カル シ ウム 　追肥
帥

備 砦

1区 　 8〔｝kgt］On

2 区　　　 0

31茎　　SOkg／10a

4区　　 80kg！lOn

5 80k　 10a

　 030kgtlO

．aoOO

200kty’10R　　 e

200kガIOa　　 O

200kg〆iOn　　　　O

　O　　　　　　　　80kg！lOa

200k 　 10a　　　 O

40kg／1「｝n（712D 　　基鼎詫審苣佃！1直そ妾

】（［kg！lv3〔7123）
40kg／10a〔7〆21｝
40kgtlOa（7n3）
40k　10a　7121

’

米糠 1kB、池柏10k9、魚扣10k9、骨粉10kg，カ ニ 殻 5kg の比率で 混合させた もの50kgに 対 し、　EM 菌11、

」k101．糖櫓 1’を加 え て 発酵さ せ た もの。
”

　“SNItJT6・6−6 （各1丿戈分で ］．2kgtlOa含む）。
基肥 （ぼ か し肥料 ）は 4月14日に 施用。移植は5月10日。栽植密度 50株／ 坪。光合成細 菌を6月71コ

（5〔jgttOa）、6月301三！ （IOOg／10R）に 倣 布 。

　　 表 2 ，i＊BUに おけ る根乾物重の 階層 分布 （野 々 市町 ）

一 一
凡理 茎　　 0−10cm　　 10・2Dcm 　　　20

−30cm　　　30じm 一
丶
麟認 重　工Qcm2 　 の 乾 　

’
【 害dA

2Fg．　　　　59．7 ±　75 　　24．3±　5，8　Z5．0±　45　　17、7 ユ：7、9　126．7±12，0　　67．0±i8、O

3 区　　　Yl，（｝±］9．9　5fi．0 ± 16、4　230 ± 19，5

41茎　　　　52．0 ± 夏1．2　3り．3±7」 　　21．7土 　n3

5 区 　　　68．0 ± 4．0 　77．3上3、7 　 31．0 土 95

LSD （O．05）39、51

2．0±1『2　172．D ± ［7、D　　　81．D ± 36．8

3．7± 3、7　1工6．7± 213 　　　64、7 ±10．8

L7 ± 0、9　 178．O ±6．4　　　110．D ± 9．9

　 　 　 　 　 　 4り、69　　　　　53．62

51．0％

44．055
、961

、6

・7」弓31日 言周査、　−IU勾｛11：1：上看票F，1三謬曇差　（n＝3）

表 3 ，改良モ ノ リ ス 法 （株を中心 〉に より採取 した根系分布 （野 々 渮町 ）

丿し型1！　＿　　　　　　O一五〇cni

一 一
　 　 　 　 　 　 　 1G・40cm 　　 　 　 往艮乾 lt 　　 　 1〔｝cm 陀　 の

’lig］A
】　1亶　　　　　1り46．5 ± 289．5　　587．0 ±　　30 　　　2533．5± 286．5

21ヨ　　　　　2443．0 ± （］　f）4．0　587、0 ±2〔】3〔｝　　 3030，0±461、n

31夏　　　　2336．5± 2〔｝2．5　535．5土348．5　　　2872．【〕±14G．0

4 ：X．　　　 亅746．5±2Y8．5　　752．0 ±d73．0　　　2498．5 ±771．5

5 ］9 　　　2L35，〔｝± 3750 　781．e ±410．0 　　2916．o± 　35、O

LSD （言O、05　863 」C）　　　 700．35　　　　　 976．15

28．99e20

．913126

．8z6
．621

．o
，10月3 日 に 調 杏、平 均値 ± 標準誤差 （n＝3）

表 4．株111i1に おけ る槻 1：i乞物 重の 階層分布 （輪島il∫II1亅野llり
『
）

t − ．IEWILI − lillumu9 ！a）

処 理 区　 〔｝−1〔1じm10 −20cm　　 20・30cm　 3Dcm・　 総 艮乾物］1，　 10cm以
1
ドの 乾物重 　割 合

ξ朱「「
Ilj
　A　　2250 ± 3d．6　　87．3±25．3　26．0 ± 3．I　　　O

ξ＊1昌，正｝　109．3 ± 32，2　59，0 ± 里0．4　17、3±5，8　　　〔｝

338、3±8、2　　113．3±26．S

185．7 ±34．1　　　フ6、3 ⊥ 16．2
’

り丿
一
」23 日 に 調査、平 均値 ± 檄準 課差 （n＝3）

　 表 5．収f註お よ び収蚤構 成要素

場所 条1牛　　穂数／ 未　　1穂 粒数　 登熟悲 合
鱒

　千粒重　　靖玄重

野 々 ililHl1 区

2 区

3 区

d 区

5 区

LSD （P＝O，V5）
1町野町 AB

251 ± 2、428

．3士 4，922

．3上 3．424

、7±5．228

、7± 3，212
、9321

．o ± 1．ア

21、ヨ±2．2

106，2± z．7

87．5± 6．59

り8±5．5923

±4．8

105．7土4．14Q
、72149

．7±3．1

157．0± 16．5

81．3L十．0．59e

85、5±〔）．287

、〔1± 1、377
、5 ：ヒ4．98L6

ま1、6

　 8，068

．7±6、88D
．2 ±1、8

20．5920

，」
20820

．220

．60
．35

ユ9、620

．1

68L99 〆m2

657．6614

．255

〔〕、177L5

63058Z4

．7
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